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背景・現状・課題の詳細
左記課題の解決のために

令和７年度に実施する具体的な取組
左記具体的な取組のうち、令和6年度にお

ける取組の評価・分析を踏まえた取組
本事業で達成する目標

（アウトカム）
目標の達成度を

測る指標
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目
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本
年
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実
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目標等の公表先

01695羅臼
町

①学校運営上
の課題

02 社会に開
かれた教育課
程への対応

当町では既にCSが導入されて
いるが、地学協働活動の推進
には至っていないため、先進地
視察や講演などの研修会を実
施して事例を学び、当町に風土
に沿った地学協働の在り方を
模索する必要がある。

CSコーディネーターや教職員を対象に十勝
管内の高校への視察やCSの中間報告会で
講師を招いた講演会を実施し、総合的な探
求の時間と地学協働活動の結びつきにつ
いて学んできている。

・道内先進地・先進校の視察や講演会を実
施し、有用な取り組み内容などを当町の地
学協働活動の推進に取り入れる。

当町における地学協働活動の推
進の糸口として、高校の総合的
な探求の時間等、地域と学校を
繋ぐための手法や事例を学ぶ。

CSコーディネーター
や学校関係者の視
察及び研修会への
参加人数 20 人 30 0

02　本年度
の目標値を
下回り、取
組の工夫・
改善が求め

られる

【課題】
コーディネーターの研修機会を設定することができなかった
ので、年度当初に明確な計画を設定する必要がある。
【改善点】
行政とコーディネーターの連携強化を図る。

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

01_北海道

01694羅臼町

都道府県

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）
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